
① クロス八木寸法図
② クロス八木製作ポイント
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④ プリアンプ
⑤ EX8MLT QSL
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AO-51のL/S・V/SMODEにQRVするため
クロス八木を製作してみました。
このクロス八木を使用して、V/SでHS-JA間の１st交信ができました。
製作して、すぐにあげましたので、細かいデーターを取っていません。
皆さんの参考になるかどうかわかりませんが、素人のアンテナ製作
と思って見て下さい。



素人の2400Mhzクロス八木（中心周波数2401Mhz）

Ant1

Ant2 15mm角パイプ

1～2mm (給電部ANT1/ANT2のRaの接触を防ぐため）

Ra. Aの長さで変化

A

最終Ra

この間隔で変化する（角パイプの影響？）

線長　１λ

RAとDirとの間隔調整必要
12mmでSWR　1.12　

ローカルに2401を送信してもらい
フロント　S9　で固定にした場合
バック　　S3～S4
サイド　　S1  以下

ゲインは何デシあるのやら？？？？

ヘリカル(26ele)との比較

水平時のAO-51を受信してヘリカルはキャリヤのみ
クロス八木FM復調ができた

Ant＋ドレイク2880＋5D2V(30M)＋FT-736（IF141)
（ドレイク2880は2401に改造したのみ）

12mmで固定

2.5mm銅線（これしかなかったので）

１λ

今回の製作にあたっての実態
エレメントとエレメントの間隔はラフでエレメント自体斜めに
なって取り付けられているところがたくさんありますが
エレメントの長さはできるだけ正確にカットし、取り付け後
もノギスで再度確認。
写真は、きれいに見えますが？？？？
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22eleクロス八木と他のアンテナとの比較

（角パイプが１Mの物しかなかった為、22eleに）

エレメント間隔固定43.122.739.9

3mmアルミ丸棒
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角パイプの穴あけ

1 紙でも、板でもその他なんでもいいですから、15ｍｍ幅の１Mの長さの物を用意して
穴あけ寸法を描く

2 紙の場合は４枚用意して角パイプに貼ってポンチで位置を確定する

3 薄いプラスチック等を使用すれば１枚で型を作り、角パイプにケガキをする 2.8～2.7mm

4 2.8mmまたは2.7mmの穴をあける

5 3.2mmから4mmで穴を広げる

6 エレメントが外れるようでしたら、スプリングワッシャーでとめる

エレメントのカット

1 長さを1mm～2mm程度長くカットする

2 打ち込んだ後ノギスで計りながらヤスリで長さをあわせる

エレメントの固定

動かないことを確認後なおかつ接着剤を流し込んでいます

ラジエーターの取り付け

テフロン板

切れ目を入れる

同軸　5D・5C

完成後接着剤で固定 プラスチック角棒利用
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